
【事業実績】 

１ 奈良文化財研究所での ICOM-CC オフサイトミーティングの開催 

 

＊オフサイトミーティング開催日程：令和元年 9 月 5 日 

 

＊オフサイトミーティングについての報告・感想：クリスティアネ・ストレクトヴァン ICOM-CC 委員

長による ICOM-CC ニュースレター“On Board” Volume 18, December 2019 における報告より（原

文は英文、ここには和訳文のみ掲載） 

 

「2011 年の津波の後」というのは、ICOM-CC（ICOM 保存国際委員会）にとって重要なテーマの一つであ

り、2019 年に開催される ICOM 京都大会では、このテーマに焦点を当てていくことが計画されていた。そ

のため、津波による被災資料の処置に重要な役割を果たしてきた奈良文化財研究所を、オフサイトミーティ

ングで訪れる機会が得られたのは、ICOM-CC にとっては大変喜ばしいことであった。参加申込は早々に定

員に達し、オフサイト当日、45 名の参加者はバスに乗って京都から奈良に向かうこととなった。奈良に着く

とまず、平城京跡資料館を見学した。ここでは、日本の史跡がどのように一般に紹介、解説されているかを

知ることができた。 

“奈文研”、すなわち奈良文化財研究所では、松村恵司研究所長および高妻洋成埋蔵文化財センター長からの

挨拶を受けた後、庄田慎矢国際遺跡研究室長より“奈文研”についての概要説明を受けた。本研究所は、考

古学調査などを地域行政の職員とともに実施するセンター的役割を果たしているということであった。その

後、保存修復科学研究室の中島志保アソシエイトフェローからは、2011 年の津波による被害を受けた文書資

料のレスキュー作業についての説明を受けた。資料を凍結させることで、資料の腐敗をいかに食い止めるか

ということや、凍結乾燥やクリーニング処置、そして最終的な保存・修復作業について説明を受けた。こう

した概要説明に続き、非常に興味深い研究所視察が行われた。埋蔵文化財センター内の、文字の書かれた何

千もの木簡を含む出土木材を扱う研究室や、陶磁器、金属、そして瓦を扱うそれぞれの研究室を見学した。

その他、巨大な真空凍結乾燥器、文化財に直接ラベリングできるレーザープリンターの視察、保存修復科学

の専門家や年輪年代学の専門家と意見交換、また環境考古学研究室視察なども行われた。予定していた２時

間はあっという間に過ぎていったが、素晴らしい案内のせいもあり、魅力的な新しい事物、興味深い器具類、

そして“奈文研”のスタッフとの活発な意見交換などから、離れることができなかった。 

  



 

 

  

 

 

 

 

 

 

奈良文化財研究所視察前に訪問した「平城京跡資

料館」の見学のようす 

奈良文化財研究所のセミナー室で、研究所の活動

の説明を受ける 

奈良文化財研究所スタッフからの説明を熱心に聞

く参加者 

津波による被害を受けた水損文書資料の凍結乾燥

処理に使用された真空凍結乾燥器の説明を受ける 

施設見学で、出土木材を扱う研究室での説明に聞

き入る参加者 

施設見学で、実際に行われている資料整理を視察

しているようす 



２ ICOM-CC メンバーによるポストカンファレンスミーティングの開催 

 

＊ポストカンファレンスミーティング開催日程：令和元年 9 月８日〜11 日 

＊視察先 9 月８日  福島県文化財センター白河館“まほろん” 

9 月９日  東北歴史博物館、リアス・アーク美術館  

9 月 10 日  陸前高田市立博物館 

     9 月 11 日  岩手県立博物館 

 

＊それぞれの視察先でのようすおよび参加者の感想（参加者の感想については作成した報告書より転載、

原文は英文であるがここには和訳文のみ掲載） 

 

福島県文化財センター白河館“まほろん” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

東日本大震災発災時から現在に至るまでの文化財レ

スキューおよび保存・修復活動に関わるレクチャーの

ようす 

施設内に設けられた仮収蔵庫内で、収蔵庫内の環境や

使用されている資材等について出された多くの質問

に一つ一つ丁寧に答えるスタッフ 

施設内見学のようす 常設展示室見学のようす 



＊福島県文化財センター白河館“まほろん”視察にあたっての参加者の感想・意見 
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東北歴史博物館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

施設の概要や、発災直後のようす、そして文化財レスキ

ュー活動等についてのレクチャーを受ける参加者 

施設内見学のようす 

資料の保存・修復などに使用されている機材などに強い

関心を示す参加者 



 

＊東北歴史博物館視察にあたっての参加者の感想・意見 
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リアス・アーク美術館  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊リアス・アーク美術館視察にあたっての参加者の感想・意見 

  

展示の趣旨や、展示されている写真や実物資料につい

ての説明を受ける参加者 

スタッフからの説明に熱心に耳を傾ける参加者 
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陸前高田市立博物館  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

津波により甚大な被害を受けた陸前高田市の現在の

ようすを見る参加者 

陸前高田市立復興まちづくり情報館見学のようす 

陸前高田市立博物館で行われている被災文化財の安

定化処理作業を熱心に見学する参加者 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊陸前高田市立博物館視察にあたっての参加者の感想・意見 
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陸前高田市立博物館で行われている被災文化財の安

定化処理作業を熱心に見学する参加者 

 
安定化処理が終わった資料が保管されている収蔵施

設内で、施設の環境や保管方法などについて、次々に

質問を投げかける参加者 

 



  

 

 

岩手県立博物館  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊岩手県立博物館視察にあたっての参加者の感想・意見 

 
 

  

 

安定化処理を待つ資料が収められた施設外の真空冷凍

乾燥装置を前に、資料安定化処理の現状説明を受ける

参加者 

実際に行われている資料の安定化処理作業を食い入る

ように見ている参加者 

安定化処理作業のようすを興味深く見学する参加者 
安定化処理の方法等について、質問を投げかける参加

者 

安定化処理作業の視察の後で、常設展示室を見学する

参加者 
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＊ポストカンファレンスミーティング全体に対する参加者の感想・意見 
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＊クリスティアネ・ストレクトヴァン ICOM-CC 委員長によるまとめ 
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